
別紙
蒲生君平生誕２５０年記念事業（事業の変更があります）
　春の部　
４月22日（日）
　【事業名】　君平古墳祭（那須地区）−我が国初の歴史を飾る古墳−
　【会　場】　大田原市なす風土記の丘湯津上資料館・那須国造碑・下侍塚古墳
　【内　容】　１　日本考古学発祥の地を巡るハイキング（10:00〜12:00）

　　　　　　　　　水戸藩第２代藩主徳川光圀は、那須国造碑の調査から、その学術的検証として上・下侍塚古墳を発掘し、それぞれの保存を図りました。これは日本最初の学術発掘調査と文化財保護事業で、現在、那須国造碑は国宝、上・下侍塚古墳は国史跡になっています。また、徳川光圀が興した大日本史の編纂事業や水戸学は、蒲生君平に大きな影響を与え、九志の編纂へと向かわせました。大田原市なす風土記の丘湯津上資料館の企画展示の解説を受けた後、専門家が那須国造碑・下侍塚古墳を案内します。
　　　　　　　２　日本考古学発祥の地で奏でるバイオリンの調べ(13:30〜15:00)
　　　　　　　　　この下侍塚古墳をバックに、元勲大山 巌の次男で栃木県ゆかりの考古学者でもある公爵大山 柏の孫、ＫＯＫＯこと大山恭子さんによるアルゼンチンタンゴ・バイオリンのリサイタルを開催します。
４月10日（火）〜５月27日（日）
　【事業名】　《展示》しもつけの考古学−今蘇る下毛野の首長墓群−
　【会　場】　下野市しもつけ風土記の丘
　【内　容】　下野市が調査した遺跡・史跡整備の速報展示とともに、平成29年度作成中の市内主要古墳のＡＲ・ＶＲの公開や古墳カードの配布を予定しています。
４月22日（日）〜６月17日（日）
　【事業名】　《展示》ちいさな前方後円墳がおもしろい
　【会　場】　栃木県埋蔵文化財センター
　【内　容】　栃木県埋蔵文化財センターの発掘調査から、中規模・小規模の前方後円墳にスポットをあてて、前方後円墳を考える展覧会です。

４月28日（土）〜７月１日（日）
　【事業名】　《展示》総合情報館開館10周年記念展−芳賀の考古　地中からのたからもの（仮）−
　【会　場】　芳賀町総合情報館
　【内　容】　芳賀町や芳賀郡内から出土した資料を紹介する展示。盾（たて）形の埴輪や龍の文様をデザインした刀の飾り、まつりに使用した専用の石づくりの剣などが出品されます。

５月大型連休中
　【事業名】　《体験》埴輪づくり体験教室
　【会　場】　壬生町歴史民俗資料館もしくは下野市しもつけ風土記の丘資料館
　【内　容】　研究者による最新の埴輪研究の講義の後、壬生はにわ会による本格的な埴輪づくりを行います。
　夏の部　
８月20日（月）
　【事業名】　君平文化の集い−君平生誕250年記念−
　【会　場】　栃木県総合文化センター・サブホール
　【内　容】　１　開催式典
　　　　　　　　　会長挨拶
　　　　　　　　　来賓挨拶　栃木県知事
　　　　　　　　　表彰式
　　　　　　　２　蒲生君平紹介映像
　　　　　　　　５分程度の蒲生君平の事績を紹介する映像を上映します。
　　　　　　　３　伝統の調べと舞台
　　　　　　　　文化人蒲生君平にちなみ、新旧の日本文化を親しむ企画で彩られます。
　　　　　　　　Ａ　箏曲の調べ
　　　　　　　　　栃木県文化功労者和久文子さん御自身と海星女子学院箏曲部による演奏会。
　　　　　　　　Ｂ　琵琶と尺八、音色は響き天空を翔けて
　　　　　　　　　石田雄士〔たけし〕さん（尺八）、石田さえさん（琵琶語り）の合奏。
　　　　　　　　Ｃ　朗読劇　不屈なる山陵への旅人−学者、詩人、熱血の蒲生君平−
　　　　　　　　　江藤 寛〔えとう　かん〕さんによる蒲生君平の生涯を題材に創作した朗読劇。石田雄士さん・石田さえさんの調べをバックに演じられます。妻木律子さんのダンスも加わり、さまざまな表現で君平の人生を描きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
８月21日（火）
　【事業名】　君平文化の集い−君平生誕250年記念−
　【会　場】　栃木県総合文化センター・サブホール
　【内　容】　１　古墳の好きの集い
　　　　　　　　　ひげの梶さんこと梶本晃司さんや「スソアキコのひとり古墳部」を出版しているスソアキコさんなどによるトークショーを予定しています。
　　　　　　　２　特別講演会
　　　　　　　　古墳研究の第一人者土生田純之先生による講演会を実施します。
８月20日（月）・21日（火）
　【事業名】　《体験》君平生誕250年記念大茶会
　【会　場】　栃木県総合文化センター・サブホール・ロビー（呈茶席）
　　　　　　　栃木県総合文化センター・第１・第２和室（薄茶席）
　【内　容】　宇都宮茶華道協会によるお茶席で、気軽に体験できる呈茶席と、和室で正式な茶道を体験できるお席で、日本文化の粋に触れていただきます。
７月15日（日）〜８月31日（日）
　【事業名】　《体験》夏休み企画　古墳クイズ−なぞときの迷宮（ﾗﾋﾞﾘﾝｽ）−
　【会　場】　栃木県埋蔵文化財センター
　【内　容】　展示室にちりばめられた前方後円墳の知識から問題の回答を探し、前方後円墳の謎を推理する、夏休みこども体験プログラムを予定しています。
７月27日（金）〜30日（月）の期間中
　【事業名】　《体験》夏休み子ども埴輪づくり教室
　【会　場】　栃木県埋蔵文化財センター
　【内　容】　栃木県埋蔵文化財センター特別公開の一環として、センターの専門職員から埴輪の歴史をやさしく教わった後、文星芸術大学名誉教授でアートプロデューサーの林香君さんを交えて、埴輪や埴輪からインスピレーションを得た作品などの埴輪づくり教室を企画しています。
　秋の部　
10月７日（日）
　【事業名】　《体験》豊郷まほろばの道歩け歩け大会
　【会　場】　宇都宮市豊郷地区
　【内　容】　古墳を巡回し、地域の歴史を認識する歩け歩け大会を行います。

10月８日（月）〜14日（日）
　【事業名】　《展示》蒲生君平生誕250年記念書道展
　【会　場】　栃木県総合文化センター第１ギャラリー
　【内　容】　詩歌書人としても才能を発揮した蒲生君平を敬いしのぶ書を、小学・中学・高校生を対象に公募した書道展を開催します。期間中は、君平の書、葭田真齋遺作なども展示します。

10月20日

　【事業名】　《体験》君平古墳祭−地域愛に守られる古墳−
　【会　場】　宇都宮市豊郷地区
　【内　容】　瓦塚古墳を舞台に、学校・地域・行政・市民が一体になったイベントを行います。当日は、妻木律子先生と一緒に踊る古墳で遊ぶコミュニティーダンスワークショップや、おにぎりワークショップなどを予定しています。

９月23日（日）〜11月30日（金）
　【事業名】　《展示》（仮）蒲生君平が残したもの　幕末〜明治維新にかけての宇都宮藩
　【会　場】　宇都宮城址公園清明館
　【内　容】　蒲生君平の足跡を踏まえ、宇都宮藩が行った「山陵修補」など幕末から明治維新にかけての藩の動向を紹介する展示。宇都宮市教育委員会の企画展。
期日未定
　【事業名】　《物産展》
　【会　場】　宇都宮城址公園など
　【内　容】　催し物会場にブースを設けて、蒲生君平や古墳に関わるグッズや商品、飲食品の販売を実施し、記念事業への関心を高めます。
10月19日（金）を予定
　【事業名】　《講座》関係講座「金曜まなび塾」
　【会　場】　宇都宮市中央生涯学習センター
　【内　容】　「金曜まなび塾」（全11回）の講座１コマに、阿部邦男先生を講師とする蒲生君平の講座を予定しています。なお、この講座は、全回を受講する必要があります。
期日未定
　【事業名】　《展示》前方後円墳の名付け親　蒲生君平パネル展
　【会　場】　栃木県総合文化センター
　【内　容】　前方後円墳の名付け親である蒲生君平と栃木県の前方後円墳、そして宇都宮藩山陵修補パネルを展示します。
　春〜秋の部　
期間中
　【事業名】　《展示》清明館常設展示
　【会　場】　宇都宮城址公園清明館
　【内　容】　常設展では蒲生君平の事績を紹介しており、郷土の偉人を知るガイダンスの役割を担っています。
年４回
　【事業名】　《講座》「前方後円墳の名付け親　蒲生君平と栃木の前方後円墳（仮）」
　【会　場】　栃木県総合文化センター
　【内　容】　公益財団法人とちぎ未来づくり財団の「マロニエ文化まなびのひろば」で、蒲生君平や県内の前方後円墳などをテーマに取り上げた講座を開催します。
10月28日（日）
　【事業名】　《講演会》しもつけ古墳群
　【会　場】　下野市役所大会議室
　【内　容】　下野市教育委員会が主催する講演会を予定しています。
期間未定
　【事業名】　《体験》君平250協賛施設スタンプラリー
　【会　場】　栃木県埋蔵文化財センター・下野市しもつけ風土記の丘資料館・大田原市なす風土記の丘湯津上資料館・那珂川町なす風土記の丘資料館・栃木県立博物館（予定）など
　【内　容】　前方後円墳をテーマにした各展示施設を巡るスタンプラリーを実施します。全館制覇者には記念品を贈呈します。
　ツアーなど　
期日未定（秋冬季）
　【事業名】　《体験》栃木県の古墳めぐり
　【会　場】　栃木県内
　【内　容】　県内の主要前方後円墳を巡るツアーを予定しています。
６月24日（日）8時50分（集合）　９時〜12時30分　定員40名
　【事業名】　《体験》蒲生君平ゆかりの地めぐり
　【会　場】　宇都宮市内
　【内　容】　宇都宮市生涯学習センターやＮＨＫカルチャー宇都宮教室で小林暁雲さんが講師を務める宇都宮歴史散歩などの蒲生君平ゆかりの地をめぐる企画の情報を発信します。
期日未定
　【事業名】　《体験》山陵の旅
　【会　場】　関西方面
　【内　容】　旅行会社主催。考古学研究者の案内を予定。
　広報活動　
　ポスター（B2）やシーズン毎のチラシ（A4）、名刺サイズのチラシなどの紙媒

　フェイスブック・インスタグラム・ツイッター・ライン・ブログ等の活用

　「蒲生君平探訪」や「古墳マップ」による散策資料の提供

　蒲生君平や前方後円墳をテーマにした菓子・グッズ・記念酒の物販

　など、様々なツールで、期間中の催し物を紹介するとともに郷土の偉人・古墳の周知を図ります。
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